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【事業所概要（事業所記入）】
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【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○
○

○
○

○ ○

○ ○

○ ○

○

訪問調査日

　経営者、ご利用者様とそのご家族、スタッフとそのご家族、みんなが支えあって一つの大きな
「家族」となり、「生きること」に向き合いながら喜びや悲しみを共有し、共に協力して課題を解決
していけるような、楽しく、温かく、学びある、安心できる「家庭」を築くことを目標にしています。
　スタッフは認知症ケアのプロとしての意識と向上心を持ち、「本人本位」という点を大切にして
実践し、日々のケアがより質の高いものへと進化するように努めています。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
開設１３年目を迎える事業所は明るく和やかな雰囲気で、利用者は穏やかに過ごしている。利用者の家
族等から紹介され入居を希望する方が多く、満足度が高いことを伺うことができる。日中の業務に当たっ
ている職員数は基準より多く、余裕のある人員でケアに当たることができ、利用者の希望に合わせて、可
能な範囲で近くの本屋や図書館などへ出かけられるよう支援している。また、利用者が事業所へ入居し
たことにより、家族との関係が希薄にならないよう心がけており、毎月の利用料を窓口に直接払いに来て
もらうなど家族の面会はどの利用者も頻回にあり、関わりを継続するよう努めている。隣接する工場の従
業員との利用者の見守りや災害発生時の協力体制が取れており、今後も地域との繋がりが広がってい
くことが期待できる事業所である。

基本情報リンク先

松山市堀江町甲２０７番地１所在地

グループホーム優寿の里

松山市持田町三丁目８番１５号

社会福祉法人 愛媛県社会福祉協議会

評 価 結 果 概 要 表

3870102690

法人名 有限会社優寿の里

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日 平成　２７　年　１　月　２０　日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

2. 家族の２/３くらいと
63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

2. 数日に1回程度

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

3. たまに
4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

3. たまにある

3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事
業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

68

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

平成　２７　年　２　月　１２　日

（別表第１の３）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）
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愛媛県　優寿の里 平成２７年４月２日

サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

　

評価完了日 　平成　２７　年　１　月　２４　日

（別表第１の２）

自己評価及び外部評価結果表

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

事業所名　 グループホーム優寿の里

(ユニット名） 1F

記入者（管理者）

氏　名 堀　恵子

ホップ 職員みんなで自己評価!

ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!

ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

－サービス向上への３ステップ－
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愛媛県　優寿の里 平成２７年４月２日

（別表第１）

自己評価及び外部評価表
自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
理念と基本方針を目に付きやすい各所に掲示し、職員間で
共有し、実践している。職員会での課題解決の話し合いで
は理念に立ち戻り、方向性を確認している。
地域に信頼される開かれたホームを目指している。

(外部評価)
開設時に作成した「生活の質の向上への努力・共に生きる
姿勢・信頼関係の確立」という３つの理念を継続してお
り、事業所内に掲示しているほか事業所の案内チラシにも
表示をしている。理念を実践すると共に、日頃から病気や
感染症にはとても留意しており、職員や来訪者などの手洗
いや消毒には細心の注意を払い徹底している。

(自己評価)
ホームで使う野菜、魚、米、味噌、醤油、肉、牛乳、全て
地産地消にこだわり、地域の方々との関わりを大切にして
配達して頂いている。地域行事や地域施設も積極的に利用
し、近隣の農家や工場の方々とも交流がある。

(外部評価)
事業所周辺は民家より工場が多く、散歩時には工場の従業
員などが声をかけてくれる顔見知りの関係ができている。
事業所で実施したＡＥＤの使用方法などの勉強会には工場
の従業員も参加しており、緊急時に避難の協力を依頼済み
で、相互の協力体制を築いている。地元の職員がいるた
め、運動会などの地域行事に参加することも多く、交流が
広がるよう努めている。

(自己評価)
ご家族様や職員に近隣地域の方が多く、地域行事の情報を
得て積極的に参加するようにしている。
また、スーパーや銀行、図書館、飲食店などの近隣施設の
利用や散歩などの外出を日常的に支援し、地域とのつなが
りを大切にしている。事業所はいつもオープンにしてお
り、ご相談や見学は随時お受けしている。

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

3

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

2 2

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理
念を共有して実践につなげている
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愛媛県　優寿の里 平成２７年４月２日

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
２ヶ月に１回開催し、ご利用者様のご様子やサービス提供
の実際、解決課題の取り組みについて参加者に伝わりやす
いように写真や資料を工夫して報告している。
意見交換の時間を余裕を持ってとり、参加された方々のご
意見や情報を参考にさせて頂いている。

(外部評価)
管理者は事業所や行政等からの報告事項ばかりで一方通行
の会議とならないよう心がけており、参加者には一言でも
発言してもらうよう促している。会議は議題を決め、ヒヤ
リハット報告や研修報告、最新の情報のビデオ鑑賞などを
取り入れる工夫をしている。会議記録は家族や欠席者に必
ず送付し、できるだけ会議に参加してもらえるよう継続し
た呼びかけをしている。参加者が固定化している状況であ
るが、参加者から多くの意見が出されるなど活発な意見交
換ができている。

会議は毎回平日の日中に開催しているため、仕事を持
たれている民生委員等には参加が難しい状況である。
参加メンバーと相談のうえ、会議へ参加しやすい時間
帯を再検討するなど、さらに多くの参加者が得られる
工夫した取組みを期待したい。

(自己評価)
介護保険課、高齢福祉課、生活福祉課の担当者はじめ、包
括支援センターの方々には日頃から相談させて頂いたり、
ご指導を仰いだりしている。
その都度適切なアドバイスを頂き、サービスの向上に活か
している。

(外部評価)
管理者は行政との連携の重要性を感じており、日常的に市
担当者へ相談するなど、密に連携を図っている。事業所の
介護に対する思いは非常に強く、利用者へのサービスの向
上に熱心に取り組んでおり、現場の声として既存の制度や
政策だけでは対応が困難と感じている場面も見られる。

(自己評価)
社内研修や職員会で頻繁に題材に挙げ、身体拘束をしない
ケアについては職員全員が周知し実践できている。
さらに、事あるごとにケアを振り返り見直す機会を持つよ
うにしている。

(外部評価)
身体拘束と虐待の防止に関する勉強会は頻回に実施してお
り、職員の意識は高く理解をして拘束をしないケアを実践
している。職員が外部研修に参加した場合には、事業所内
で伝達研修を必ず実施し、職員間で情報を共有している。
職員数の減る夜間のみ玄関は施錠し、日中利用者は自由に
出入りすることのできる環境になっている。最近は徘徊の
見られる利用者はいないが、利用者が一人で歩いている場
合に声をかけてもらうなど、近隣にある工場の従業員との
見守りの協力体制も整っている。

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正し
く理解しており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取組みを積
極的に伝えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている
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愛媛県　優寿の里 平成２７年４月２日

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
身体拘束と共に社内研修の題材に挙げ、虐待の定義を広く
捉えて本人が不快に思う場面がなくなるように注意を払い
防止に努めている。

(自己評価)
日常生活自立支援事業や成年後見制度について学び、活用
できるように支援している。成年後見制度を利用されてい
るご家族様からも相談を受け、必要に応じて対応させて頂
いている。

(自己評価)
説明や質問の時間をゆっくりとって不安や疑問を解消し、
ご納得いただいた上で契約を交わしている。
ご入居後も来所時にはご家族様の時間が許す限り交流の時
間を持ち、ご意見やご要望を気軽に出して頂けるような信
頼関係の構築に努めている。

(自己評価)
ご入居の際に月に１回以上の来訪を約束し、毎月の支援内
容や経過を細かく報告させて頂いている。ご家族様から頂
いたご意見ご感想は早急に反映するように努めている。

(外部評価)
毎月の利用料の支払いは家族に現金で窓口に持参しても
らっており、月１回必ず家族と話す機会がある。日頃から
家族が気軽に訪問できる環境づくりをしており、訪問時に
は家族から意見や要望を聞いている。利用者や家族とのコ
ミュニケーションが充分に図れていることにより、小さな
気づきも伝えてもらうことができており、管理者は事業所
の資質向上に繋がっていると感じている。また、出された
意見は迅速に反映できるよう努めている。

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員並びに外部者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている

10 6

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、それら
を活用できるよう支援している

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な
説明を行い理解・納得を図っている

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業
所内での虐待が見過ごされることがないよ
う注意を払い、防止に努めている
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自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
職員連絡帳やスタッフミーティング、日常記録等で機会を
設け、職員会やケース会議で話し合って反映させている。
スタッフとの現場感覚のズレがないように経営者・管理者
も直接業務に携わり同じ目線でチームの一員として課題解
決に取り組んでいる。

(外部評価)
連絡帳を活用し、職員は利用者の状態の変化やちょっとし
た伝達事項など、職員全員で気づいたことを記入し閲覧し
て情報を共有する手段に役立てている。月１回のスタッフ
ミーティングや毎日午後に行われるミーティングで、管理
者は職員全員が意見を出しやすい環境づくりを心がけ、日
常的にフラットな人間関係を築いている。ミーティング欠
席者には、後日必ず話し合われた内容を伝え、他に意見が
ないか確認するようにしている。

(自己評価)
職員が働きやすい職場であることが良いケアに繋がると考
え、個々の経験や能力・家庭の事情など、広く把握して能
力の発揮と向上心が維持できるように考慮している。

(自己評価)
日常業務に沿った研修課題を題材に選び、実体験を積みな
がら体験的学習をすることを中心に研修も積極的に取り入
れて発表の場を設けることで職員のスキルアップを図って
いる。

(自己評価)
外部研修への参加や他施設の行事への参加、ホームの行事
への招待他、医療・福祉関係者との交流の機会を通じて情
報交換し、サービスの質の向上を図っている。

(自己評価)
本人やご家族様から細かく事前聞き取り調査をし、ご入居
後のご本人のダメージができる限り小さく済むように様々
な角度から検討し、スタッフ間で共有してケアに生かして
いる

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている

14

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会をつくり、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービ
スの質を向上させていく取組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、本人の安心を確保するため
の関係づくりに努めている

11 7

○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させてい
る

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる
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愛媛県　優寿の里 平成２７年４月２日

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
ご家族様の不安を解消するためにホーム内の見学や体験入
居をしていただいたり、日常支援の写真記録を見ていただ
いたりして、ホームでの生活を知って頂いた上で、不安や
ご要望をお聞きし、丁寧に説明するように努めている。

(自己評価)
ご相談を受けた段階で細かく実情をお聞きし、支援の優先
順位を検討し、他のサービス利用の橋渡しもふくめて本
人・ご家族にとっての最善策を提案させていただいてい
る。

(自己評価)
ご本人が生きがいや役割を持った生活ができるように、コ
ミュニケーションをとりながら個別に活躍の場面を提供
し、成功体験を重ねていけるような支援をさせて頂いてい
る。その中でスタッフにとっての様々な学びや癒し、達成
感を感じることができている。

(自己評価)
ご家族様には月に１回以上の来訪をお願いし、ホームでの
生活やご本人の変化を細かく報告している。
解決課題が生じた場合にはご家族様に連絡を取らせていた
だいて、ご意見・ご協力を仰ぎながら共に解決への糸口を
探るように努めている。

(自己評価)
馴染みの人や場所についてご本人・ご家族様から情報をい
ただき、ホームが橋渡しすることで行きたい場所へ行けた
り会いたい人との交流が再開した事例はたくさんあり、今
後も支援していきたい。

(外部評価)
利用者の希望や日々の生活の中で聞いた場所などに出かけ
られるように支援している。定期的に家族の協力を得て行
きつけの美容室などへ出かけている利用者もいる。年賀状
や暑中見舞いなど定期的に季節の便りを出せるようにして
おり、可能な利用者には自分で一筆を添えてもらうなど、
これまでの関係や繋がりが今後も継続していけるよう支援
している。

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等
が困っていること、不安なこと、要望等に
耳を傾けながら、関係づくりに努めている

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場にお
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を築いている

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場にお
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築
いている

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と
家族等が「その時」まず必要としている支
援を見極め、他のサービス利用も含めた対
応に努めている
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愛媛県　優寿の里 平成２７年４月２日

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
全室個室でプライベートな時間も大切にしながら、アク
ティビティー活動支援を通じてお互いを認め合い、自然と
利用者同士の良好な関係が築かれている。
些細なトラブルはあっても、互いに許し、支えあう家族の
ような存在になっている。

(自己評価)
サービス利用終了後もご本人の経過を確認しながら必要に
応じてご相談に応じたり、フォローさせて頂いたりしてい
る。

(自己評価)
ご家族様やご本人との会話を大切にし、そこから得た情報
を職員間で共有してご本人の思いを探っている。また、ご
本人の独り言や表情・些細な習慣やこだわりなどにも着目
し、本人本位のケアを心がけている。

(外部評価)
入浴介助時や夜勤の時間帯など、利用者と職員が静かな環
境で１対１となる場合に、利用者からの本音が聞けること
も多く、日頃から職員は利用者と話しやすい雰囲気づくり
を心がけている。食事の時には利用者との会話も盛り上が
ることも多く、食べたいメニューや行きたい場所などの希
望を聞き出すチャンスとして耳を傾けている。コミュニ
ケーションを図ることが困難な利用者には、家族の訪問時
に情報や希望を聞き対応している。

(自己評価)
ご本人との回想の会話やご家族様からの情報・入居者間の
会話などからこれまでの暮らしを把握している。回想の会
話を引き出すきっかけ作りをいろいろな場面で工夫して提
供している。

(自己評価)
日常業務をできる限りお年寄りと一緒に過ごす時間が多く
とれるように工夫し、細かく観察・記録し、職員間で共有
して現状の把握につとめている。

23 9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

25
○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これ
までの関係性を大切にしながら、必要に応
じて本人・家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている

21

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支え
合えるような支援に努めている

8 愛媛県社会福祉協議会　評価調査課



愛媛県　優寿の里 平成２７年４月２日

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
日常記録やミーティング時の意見から課題を引き出し、ご
家族様やご本人の要望も取り入れたケアの内容について
サービス担当者会議やモニタリングで慎重に検討して計画
作成をしている。状態の急変や内容のずれが生じた場合は
必要に応じて早急に主治医も含めたチームで内容を見直
し、追加・変更している。

(外部評価)
計画作成担当者は常勤でないため、出勤日には積極的に介
護業務にも携わることで、利用者や現場の職員の声を聞
き、意見を反映させた介護計画が作成できるよう心がけて
いる。日誌や連絡ノート、利用者毎の個別ファイルは日々
の様子などが細かく記録されており、毎月のスタッフ会
で、それらの内容をもとにしてモニタリングを実施してい
る。また、定期的に介護計画を見直すほか、必要に応じて
見直しをしている。

(自己評価)
日常記録やチエック表で個別の様々な情報を把握し、ミー
ティングや連絡帳で共有して個々の支援の実践や介護計画
の見直しに活かしている。

(自己評価)
ご本人や家族の要望、ホームの力量などを考慮してその
時々のニーズに即した対応をチームで話し合い、アイデア
を出し合って柔軟なサービス提供に努めている。

(自己評価)
スーパー・図書館・本屋・レストラン・銀行・郵便局・公
園など、個々の要望や残存能力、生活習慣を把握した上で
日常的に地域資源を利用し、社会との関わりを大切にした
豊かな暮らしが楽しめるように支援している。

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化
本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能化
に取り組んでいる

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している

27

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている
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愛媛県　優寿の里 平成２７年４月２日

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
月２回のかかりつけ医の往診と２４時間連携体制をとって
いる。重度化や急変時には指示を仰ぎ、専門医や総合病院
の受診も本人・ご家族の希望に応じて対応している。病状
や経過の記録を提供し、納得のいく適切な医療を受けられ
る様に支援している。

(外部評価)
月２回協力医の往診があるため、協力医をかかりつけ医に
変更する利用者が多い。利用者や家族の希望するかかりつ
け医を受診することもでき、眼科や皮膚科などの専門医の
受診と合わせ家族の受診介助を基本としている。必要時に
は訪問看護の協力体制も整っており、随時電話等での連絡
を取ることもでき、協力医や看護師から適切な指示を仰い
でいる。

(自己評価)
個々の利用者の病歴や持病などを把握し、社内研修で医療
的知識の向上に努め、些細な変化に早めに気づくことがで
きるようにスキルアップを図っている。情報は迅速に連携
看護師に伝えて適切な医療を受けられるようにしている。

(自己評価)
入院の際にはご本人・ご家族・医療機関との橋渡し役とな
り、情報交換や治療・退院についての相談を行っている。
退院後はかかりつけ医との連携支援によって安心して継続
した医療が受けられるようになっている。

(自己評価)
ご入居時にご本人・ご家族に看取り指針の説明をさせて頂
いている。重度化、終末期についての意思確認をとり、ケ
アプランのたびに再確認させて頂いている。
ホームでできる看取りについて現状をご家族・職員と繰り
返し話し合い共有している。

(外部評価)
「看取り指針」を作成し、利用者や家族が看取りを希望す
る場合には、積極的に看取り介護の体制を整え実施してい
る。今までに15～16人の看取り経験があり、経験豊富な職
員も多い。特に夜勤時に職員の精神的な負担が大きいこと
から、看取り経験のない職員が夜勤をする際には、職員を
増員するなどの配慮をしている。協力医の往診や訪問看護
との24時間協力できる連携が取れており、利用者や家族が
希望する最期を穏やかに迎えられるよう支援している。

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、また、できるだけ早期に退院でき
るように、病院関係者との情報交換や相談
に努めている。または、そうした場合に備
えて病院関係者との関係づくりを行ってい
る。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支
援
重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた
情報や気づきを、職場内の看護職員や訪問
看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している
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愛媛県　優寿の里 平成２７年４月２日

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
急変時や事故発生時のマニュアルを作り、社内研修で繰り
返し学習している。全職員が慌てずに適切な対応がとれる
ように努めている。

(自己評価)

災害対策マニュアルを作り、それに沿って準備・確認をし
ている。１９日を防災の日と決め、毎回違った設定で訓練
を重ねることで意識の向上と技術を磨く努力をしている。
２４時間稼動の隣接する工場に災害時の協力を依頼し、交
流を図っている。

(外部評価)
利用者毎に顔写真や常用薬の情報を記載したカードを用意
しており、緊急時にはそのカードを各自が首から下げて避
難する体制づくりをしているほか、持ち出しが必要なもの
を準備している。避難できずに利用者が取り残された場合
も、そのカードの有無で確認できるため、今後も写真や常
用薬情報などを更新することを随時実施していく予定であ
る。毎月19日に様々な状況を設定した防災訓練を実施し、
職員の防災意識を高めている。また、隣接する工場の協力
を得た訓練も定期的に実施している。

(自己評価)
一人ひとりの生活暦や性格・考え方を把握し、人生の先輩
として敬う気持ちを持って接している。個々の誇りやプラ
イバシーにも考慮し、「本人がされたい介護」を心がけて
いる。

(外部評価)
利用者への声かけには特に注意しており、利用者が不快に
ならないよう臨機応変に対応するよう心がけている。丁寧
語や敬語が必ずしも適切な場面ばかりではないため、方言
など利用者自身に馴染みのある言葉遣いや口調も適宜使用
した話し方をする工夫をしている。また、利用者を尊重
し、誇りや羞恥心に配慮した介助ができるよう努めてい
る。

(自己評価)
日々の関わりの中で本人が発した言葉や目線、些細な仕草
にも注目し、思いを探る努力をしている。意思の表出の苦
手な方でもあきらめずに、本人本意の目線でかかわり方を
工夫することで自己決定ができるように働きかけている。

37
○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている

36 14

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をしてい
る

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築
いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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愛媛県　優寿の里 平成２７年４月２日

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
９人のお年寄りが本人の望まれるペースでその人らしい１
日が過ごせるように、まずお年寄りの生活を優先して日常
業務を柔軟に変更させて対応している。

(自己評価)
髭剃りや爪きりの日常支援はチエックリストで確認し、
ホームの行事や外出の際には化粧やスカーフ、帽子などの
小物を使ったおしゃれを楽しみ、喜んで頂いている。

(自己評価)

ホームの畑の採れたて野菜が食卓に上がったり、地産地消
にこだわった美味しい旬の食材を使って個々の能力に合っ
た形で調理や配膳に参加したりしている。食事の場面が生
活の中の楽しみや役割の一つになっている。

(外部評価)
利用者は職員と一緒に和やかで楽しい雰囲気で食事してい
る。ユニット毎に利用者の好みを把握し、食べたい物を職
員が取り入れて調理することで、ほとんどの利用者が残さ
ずに食べることができている。職員の中で調理が得意な人
が主となって調理をしており、調理業務が職員の極端な負
担とならないよう配慮されている。また、利用者と一緒に
餃子やおはぎを作ったり、レストランへ外食に出かけたり
するなど、食事が楽しみになる工夫をしている。

(自己評価)
栄養バランスや個々の体調、好みに合わせた献立を工夫し
て提供している。定期的な血液検査や体重測定での健康管
理と共に「口から食べる」ことに重きを置いている。水分
摂取量の少ない方には好みの飲み物や提供回数を増やす等
の工夫を凝らし、チエック表で摂取量を確認している。

(自己評価)
毎食後個別に口腔ケアを行っている。連携の訪問歯科医の
指導の下で口腔衛生管理を行っている。

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付けをしている

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している
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愛媛県　優寿の里 平成２７年４月２日

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
排泄パターンを把握し、誘導することでトイレでの排泄の
習慣化を図っている。個々の残存能力を考慮して排泄の自
立へ向けての支援を行い良好な結果が出ている。

(外部評価)
希望により夜間にポータブルトイレを使用している利用者
もいるが、日中には職員が声かけや誘導をしてトイレで自
然な排泄ができるよう支援している。洗面台の下に尿とり
パットなどの排泄用品を置いているが、目隠しのカーテン
をつけている。また、状態に合わせて、オムツや紙パンツ
を使用している利用者もいる。

(自己評価)
下剤に頼らず自然な排便を促すよう排便習慣づけに取り組
んだり、献立や水分量、運動量にも気を配っている。チ
エック表で個別に排便チエックし、適宜対応をしている。

(自己評価)
毎日お風呂を沸かし、入浴前にはバイタルチエックをして
個々の希望や体調に合わせて実施している。拒否が多い方
には声かけを工夫して安心して入浴を楽しんで頂けるよう
に支援している。

(外部評価)
利用者から希望があれば毎日入浴できるよう準備してい
る。介護度の高い利用者は、職員が２人体制で安心安全に
入浴できるよう介助している。ほとんどの利用者には職員
と１対１での介助や見守りをしており、ゆったりと入浴で
きるよう配慮している。また、入浴を嫌がる利用者もいる
が、入浴チェック表を確認しながら週に２～３回は入浴で
きるよう声かけを工夫している。

(自己評価)
各人個室とリビングを個々のペースで利用し、休息や睡眠
を十分にとられている。日中はお年寄りの興味のあるアク
ティビティー活動を提供して活動的に過ごしていただくこ
とで心地よい夜間の良眠へつなぐように支援している。

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じ
た予防に取り組んでいる

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活か
して、トイレでの排泄や排泄の自立にむけ
た支援を行っている
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愛媛県　優寿の里 平成２７年４月２日

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
服薬一覧表で各人の服用薬についてスタッフ全員が情報を
共有している。新しい薬が処方された場合には内容を確認
し、副作用等を理解したうえで慎重に経過を観察し、主治
医に報告している。

(自己評価)
日々の生活の中に個々の活躍の場面を生み出すことで喜び
や生きがいを感じていただけるように支援している。
季節行事や誕生日、外出などの非日常の楽しみをホームの
暦で掲示して準備の段階から心待ちに楽しめるように工夫
している。

(自己評価)
個々の体調やその日の気分によって要望があれば外出でき
るよう日常的に支援している。
遠方の行きたい所、思い出の場所、墓参り、外食等へもご
家族様や地域の方々の協力を得て出かけている。

(外部評価)
日頃から事業所周辺を散歩している。利用者の希望に合わ
せて、可能な範囲で近くの本屋や図書館などへ出かけてお
り、寝たきりに近い利用者も一緒に外出できる配慮をして
いる。寝たきりの利用者と一緒に桜を見に行ったこともあ
る。日々の会話の中から聞いた情報から外出先を決める場
合もあり、季節に応じて、コスモス畑などに出かけられる
よう支援している。

(自己評価)
ご本人、ご家族様と相談の上、被害妄想や管理能力を考慮
して必要な部分を補いながらご自分で金銭管理をされてい
る方もいる。できない方は小額のお小遣いをお預かりして
外出時などに使えるように支援している。

(自己評価)
特に制限することなく自由にやり取りができるように取り
次いでいる。能力的に困難な方はスタッフが間に入った
り、できない部分を補ったりして交流を支援している。

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援
している

51

○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している

50

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。ま
た、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協力
しながら出かけられるように支援している

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服
薬の支援と症状の変化の確認に努めている

48

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている
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愛媛県　優寿の里 平成２７年４月２日

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
共用空間は衛生的な環境を保つことを第一に考えて実践し
ている。ご利用者様は日中ほとんどリビングで過ごされる
ため、季節に合わせた装飾をしたり、個々の生活ペースや
ご利用者様同士の関係性を考慮して座席配置を決めたりし
て心地よい場所となるように工夫している。

(外部評価)

リビングをはじめ、階段や玄関などにはいつも生花が飾ら
れており、季節を感じられるよう配慮されている。敷地内
ある花壇やプランターに利用者と花を植え、水やりをして
いる。食後の床掃除などは利用者も協力して行い、清潔保
持に努めている。壁面には利用者と一緒に作成した装飾な
どを飾っている。日中は個々の居室で過ごす利用者は少な
く、リビングに出てこられ一緒に歓談して過ごすことが多
い。

(自己評価)
リビングテーブルの席やソファーなど一人ひとり落ち着く
場所が定着しており、ごろんと横になられたり、互いに会
話を交わしたり手を握り合ったり体をさすったりと、ご利
用者間のほのぼのとした光景が日常的に見られる空間と
なっている。

(自己評価)
居室はご本人、ご家族と相談しながら安全面も考慮した上
で、できる限りご本人の落ち着く空間となるように工夫し
ている。使い慣れた家具やテレビ、家族の写真などを置
き、一人ひとり個性あふれる空間になっている。

(外部評価)
居室の掃除は可能な範囲で利用者がするようにしており、
職員が隅々まで確認して掃除の仕上げをしている。管理者
は事業所や居室などの臭いには細心の注意を払い対策を施
している。居室はベッドと整理タンスが用意されており、
利用者が馴染の物を持ち込み家族の写真を飾るなど、心地
よく過ごせる空間となっている。

(自己評価)
ご利用者様全員の安全を確保した上で個々の残存能力や使
い勝手を考えて家具や日用品の配置を工夫し、できないこ
ともできるようになる環境づくりを心がけている。

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり
共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせるよ
うな居場所の工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族
と相談しながら、使い慣れたものや好みの
ものを活かして、本人が居心地よく過ごせ
るような工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって
不快や混乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れて、居心地
よく過ごせるような工夫をしている

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり
建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつでき
るだけ自立した生活が送れるように工夫し
ている

53

52 19

15 愛媛県社会福祉協議会　評価調査課



愛媛県　優寿の里 平成２７年４月２日

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○
○

○
○

○ ○

○ ○

○ ○

○

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事
業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

所在地 松山市持田町三丁目８番１５号

訪問調査日 平成　２７　年　２　月　１２　日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

所在地 松山市堀江町甲２０７番地１

自己評価作成日 平成　２７　年　１　月　２０　日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 開設１３年目を迎える事業所は明るく和やかな雰囲気で、利用者は穏やかに過ごしている。利用者の家
族等から紹介され入居を希望する方が多く、満足度が高いことを伺うことができる。日中の業務に当たっ
ている職員数は基準より多く、余裕のある人員でケアに当たることができ、利用者の希望に合わせて、可
能な範囲で近くの本屋や図書館などへ出かけられるよう支援している。また、利用者が事業所へ入居し
たことにより、家族との関係が希薄にならないよう心がけており、毎月の利用料を窓口に直接払いに来て
もらうなど家族の面会はどの利用者も頻回にあり、関わりを継続するよう努めている。隣接する工場の従
業員との利用者の見守りや災害発生時の協力体制が取れており、今後も地域との繋がりが広がってい
くことが期待できる事業所である。

評価機関名 社会福祉法人 愛媛県社会福祉協議会

（別表第１の３）

評 価 結 果 概 要 表

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3870102690 いつも笑い声の聞こえる明るい雰囲気のホームとなっております。職員も積極的に研修等に参
加し、色々な情報を吸収しながら向上心を持ってケアにあたっております。一人ひとりの思いを
大切にし、利用者と共に一緒に喜び悲しみ楽しみながら安心できる場所であるように考えており
ます。医療機関とも綿密に連携をとり安心して生活を送って頂いております。

法人名 有限会社優寿の里

事業所名 グループホーム優寿の里
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愛媛県　優寿の里 平成２７年４月２日

サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

　

２F

（別表第１の２）

自己評価及び外部評価結果表

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

記入者（管理者）

氏　名 堀　恵子

評価完了日 　平成　２７　年　１　月　２４　日

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

事業所名　 グループホーム優寿の里

(ユニット名）

ホップ 職員みんなで自己評価!

ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!

ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

－サービス向上への３ステップ－
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（別表第１）

自己評価及び外部評価表
自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
理念、基本方針を玄関、リビングに掲示し、職員間で共有
し、意識づけて実践に繋げている。又、パンフレットに理
念の文言を入れて家族様に周知している。

(外部評価)
開設時に作成した「生活の質の向上への努力・共に生きる
姿勢・信頼関係の確立」という３つの理念を継続してお
り、事業所内に掲示しているほか事業所の案内チラシにも
表示をしている。理念を実践すると共に、日頃から病気や
感染症にはとても留意しており、職員や来訪者などの手洗
いや消毒には細心の注意を払い徹底している。

(自己評価)
お祭り、運動会など、地域の運動会に参加したり、近隣の
散歩時には、近隣住民と会話を持つなどして、地域から孤
立する事無く、交流を深めている。

(外部評価)
事業所周辺は民家より工場が多く、散歩時には工場の従業
員などが声をかけてくれる顔見知りの関係ができている。
事業所で実施したＡＥＤの使用方法などの勉強会には工場
の従業員も参加しており、緊急時に避難の協力を依頼済み
で、相互の協力体制を築いている。地元の職員がいるた
め、運動会などの地域行事に参加することも多く、交流が
広がるよう努めている。

(自己評価)
運営推進会議を中心として、面会時などにおいて日々の活
動内容を理解して頂いている。買い物時には地域のスー
パー等を利用し、日常的に近隣の散歩で地域の人々との繋
がりを大切にしている。3

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理
念を共有して実践につなげている

2 2

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している
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自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
2か月に1回の運営推進会議には、ご家族様、地域の方々に
参加して頂き、外部研修等の報告及び日々の活動報告を
行ったり、地域の方々から、地域行事の情報を得たりし
て、さまざまな意見を頂きサービス向上にいかしている。

(外部評価)
管理者は事業所や行政等からの報告事項ばかりで一方通行
の会議とならないよう心がけており、参加者には一言でも
発言してもらうよう促している。会議は議題を決め、ヒヤ
リハット報告や研修報告、最新の情報のビデオ鑑賞などを
取り入れる工夫をしている。会議記録は家族や欠席者に必
ず送付し、できるだけ会議に参加してもらえるよう継続し
た呼びかけをしている。参加者が固定化している状況であ
るが、参加者から多くの意見が出されるなど活発な意見交
換ができている。

会議は毎回平日の日中に開催しているため、仕事を持
たれている民生委員等には参加が難しい状況である。
参加メンバーと相談のうえ、会議へ参加しやすい時間
帯を再検討するなど、さらに多くの参加者が得られる
工夫した取組みを期待したい。

(自己評価)
運営推進会議で事業所の取り組みを説明し、ご家族様の不
安等あれば、介護保険課・地域包括センターなどに直接質
問をしてもらい、問題点などを話し合い新しい情報やアド
バイスを頂いている。

(外部評価)
管理者は行政との連携の重要性を感じており、日常的に市
担当者へ相談するなど、密に連携を図っている。事業所の
介護に対する思いは非常に強く、利用者へのサービスの向
上に熱心に取り組んでおり、現場の声として既存の制度や
政策だけでは対応が困難と感じている場面も見られる。

(自己評価)
外部研修に積極的に参加し、職員会で報告を行う。また勉
強会でマニュアルを基に学習し、職員会議等で話し合う事
で拘束しないケアの向上に努めている。また生命に危険が
伴い、代替案のない場合及び緊急性のある場合には、ご家
族様と相談し理解の上、対応している。

(外部評価)
身体拘束と虐待の防止に関する勉強会は頻回に実施してお
り、職員の意識は高く理解をして拘束をしないケアを実践
している。職員が外部研修に参加した場合には、事業所内
で伝達研修を必ず実施し、職員間で情報を共有している。
職員数の減る夜間のみ玄関は施錠し、日中利用者は自由に
出入りすることのできる環境になっている。最近は徘徊の
見られる利用者はいないが、利用者が一人で歩いている場
合に声をかけてもらうなど、近隣にある工場の従業員との
見守りの協力体制も整っている。

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取組みを積
極的に伝えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正し
く理解しており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている
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自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
マニュアルに沿って理解をし、外部研修会に参加したり、
勉強会を実施する事で、虐待の徹底防止に努めている。

(自己評価)
制度の研修参加や運営推進会議で介護保険課様に来て頂き
学ぶ機会を持ち、ご家族様に説明を頂き理解を深めるよう
に努めている。

(自己評価)
契約、改定時には、運営推進会議にて、十分な説明をし、
疑問点が生じた場合には理解・納得されるまで説明を行っ
ている。

(自己評価)
気軽に意見や要望を出してもらえるような関係作りを日頃
から考えており、出された意見、要望を運営推進会議時に
は、行政の方に来て頂き納得頂けるよう説明を行い、運営
に反映させている。

(外部評価)
毎月の利用料の支払いは家族に現金で窓口に持参しても
らっており、月１回必ず家族と話す機会がある。日頃から
家族が気軽に訪問できる環境づくりをしており、訪問時に
は家族から意見や要望を聞いている。利用者や家族とのコ
ミュニケーションが充分に図れていることにより、小さな
気づきも伝えてもらうことができており、管理者は事業所
の資質向上に繋がっていると感じている。また、出された
意見は迅速に反映できるよう努めている。

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な
説明を行い理解・納得を図っている

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員並びに外部者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業
所内での虐待が見過ごされることがないよ
う注意を払い、防止に努めている

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、それら
を活用できるよう支援している
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自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
日頃から、職員からの意見や提案を聞ける関係性作りを考
えており、毎月の職員会議に参加し、情報交換や意見の収
集を行っている。

(外部評価)
連絡帳を活用し、職員は利用者の状態の変化やちょっとし
た伝達事項など、職員全員で気づいたことを記入し閲覧し
て情報を共有する手段に役立てている。月１回のスタッフ
ミーティングや毎日午後に行われるミーティングで、管理
者は職員全員が意見を出しやすい環境づくりを心がけ、日
常的にフラットな人間関係を築いている。ミーティング欠
席者には、後日必ず話し合われた内容を伝え、他に意見が
ないか確認するようにしている。

(自己評価)
職員の状況を把握し、職員の声に耳を傾けながら各自が向
上心を持って働けるような職場環境作りをしている。

(自己評価)
勤務状況や、経験年数により、職員一人ひとりの力量に応
じた研修参加の機会を設けている。

(自己評価)
他施設の研修会・夏祭りの行事の参加で意見交換、情報収
集をし、サービスの向上に努めている。

(自己評価)
入居前に施設の見学、面談し、本人の思いや要望に耳を傾
けながら、徐々に安心できる関係性を築いていけるように
努めている。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、本人の安心を確保するため
の関係づくりに努めている

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている

14

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会をつくり、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービ
スの質を向上させていく取組みをしている

11 7

○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させてい
る

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる

21 愛媛県社会福祉協議会　評価調査課



愛媛県　優寿の里 平成２７年４月２日

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
入居前に施設の見学をして頂き、ご家族様の思い等をお伝
えいただく為の話し合いの時間を持ち、要望に出来る限り
応えられる支援方法の検討・相談を持てる関係作りの努め
る。

(自己評価)
入居相談時に以前に受けていたサービス関係者からの情報
収集をし、必要としている支援内容を見極める。

(自己評価)
日常的に本人の出来る事、出来そうな事をみつけ、一緒に
行っている。「共に生きる姿勢」を大切にしている。

(自己評価)
面会時には、近況報告と会話の中から本人の思いを伝え
て、ご家族様との橋渡しとなれるように、ケアについて相
談しながら支援していく関係を築いている。

(自己評価)
ご家族様の協力を得ながら、馴染みの場所や、人に会いに
行ったり、年賀状を送るなどの支援をしている。

(外部評価)
利用者の希望や日々の生活の中で聞いた場所などに出かけ
られるように支援している。定期的に家族の協力を得て行
きつけの美容室などへ出かけている利用者もいる。年賀状
や暑中見舞いなど定期的に季節の便りを出せるようにして
おり、可能な利用者には自分で一筆を添えてもらうなど、
これまでの関係や繋がりが今後も継続していけるよう支援
している。

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場にお
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を築いている

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と
家族等が「その時」まず必要としている支
援を見極め、他のサービス利用も含めた対
応に努めている

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場にお
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築
いている

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等
が困っていること、不安なこと、要望等に
耳を傾けながら、関係づくりに努めている
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自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
レクレーションや行事を通して、利用者同士の関わりを持
ち、又日常においても声を掛け合い、手伝い合いながら支
え合えるような支援に努めている。

(自己評価)
他施設や病院に移られる時には、本人の状態、状況等を記
したアセスメントシートや電話にて引き継ぎを行い、暮ら
し方を持続性に配慮してもらえるように努めている。

(自己評価)
日常会話の中から、個々の思い、要望を聞き、会議で話合
い職員間で共有しながら、利用者本位の支援に繋げるよう
に努めている。

(外部評価)
入浴介助時や夜勤の時間帯など、利用者と職員が静かな環
境で１対１となる場合に、利用者からの本音が聞けること
も多く、日頃から職員は利用者と話しやすい雰囲気づくり
を心がけている。食事の時には利用者との会話も盛り上が
ることも多く、食べたいメニューや行きたい場所などの希
望を聞き出すチャンスとして耳を傾けている。コミュニ
ケーションを図ることが困難な利用者には、家族の訪問時
に情報や希望を聞き対応している。

(自己評価)
信頼関係をもちながら、本人の会話の中から、又ご家族様
からの情報提供で今までの暮らしぶりの把握に努めてい
る。

(自己評価)
個別の日常記録や身体状態の記録、引き継ぎにより、個人
の現状把握に努めている。

25
○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている

21

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支え
合えるような支援に努めている

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これ
までの関係性を大切にしながら、必要に応
じて本人・家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている
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愛媛県　優寿の里 平成２７年４月２日

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
毎月の職員会議において、ケアのあり方について話し合い
の場を作っている。ご家族様の面会時には、日々の状況報
告を行い、要望などを聞きながら、介護計画にいかしてい
る。医療面においても、主治医、看護師に状態報告をし、
意見をいただいている。

(外部評価)
計画作成担当者は常勤でないため、出勤日には積極的に介
護業務にも携わることで、利用者や現場の職員の声を聞
き、意見を反映させた介護計画が作成できるよう心がけて
いる。日誌や連絡ノート、利用者毎の個別ファイルは日々
の様子などが細かく記録されており、毎月のスタッフ会
で、それらの内容をもとにしてモニタリングを実施してい
る。また、定期的に介護計画を見直すほか、必要に応じて
見直しをしている。

(自己評価)
職員個々に、個人記録・連絡帳に記録をし情報を共有しな
がら、話し合いを持ち、より良いケアに活かしている。

(自己評価)
利用者、ご家族の意見や要望をよく聞き、一人ひとりの現
状を把握した上で、その人にあったニーズに対応し、ケア
にあたっている。

(自己評価)
スーパー、美容院、病院、消防など地域の多様な資源を把
握し、地域の協力を得ながら安全で豊かな生活が送れるよ
うに、努めています。29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している

27

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化
本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能化
に取り組んでいる

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している
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愛媛県　優寿の里 平成２７年４月２日

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
協力医療機関とは24時間医療連携体制をとっており、特変
時には、指示を仰ぎ適切に対応している。又月2回の受診で
身体の状態を伝えている。状況に応じて専門医へは、ご家
族様の協力を得ながら受診をしている。

(外部評価)
月２回協力医の往診があるため、協力医をかかりつけ医に
変更する利用者が多い。利用者や家族の希望するかかりつ
け医を受診することもでき、眼科や皮膚科などの専門医の
受診と合わせ家族の受診介助を基本としている。必要時に
は訪問看護の協力体制も整っており、随時電話等での連絡
を取ることもでき、協力医や看護師から適切な指示を仰い
でいる。

(自己評価)
月2回の受診時には、気づきや情報を伝え、特変時には、状
態を報告し適切な指示を仰ぎ、医療支援につなげている。

(自己評価)
入院時には、利用者が安心して治療が出来るよう、本人の
情報を提供し、早期に退院できるように、病院関係者家
族、本人と退院計画を話し合いながら。積極的な支援を
行っている。

(自己評価)
入居時に看取りの方針を説明をし、重度化した場合には、
提携医療機関、ご家族、職員全体で話し合いをもち、チー
ムで支援に取り組んでいる。

(外部評価)
「看取り指針」を作成し、利用者や家族が看取りを希望す
る場合には、積極的に看取り介護の体制を整え実施してい
る。今までに15～16人の看取り経験があり、経験豊富な職
員も多い。特に夜勤時に職員の精神的な負担が大きいこと
から、看取り経験のない職員が夜勤をする際には、職員を
増員するなどの配慮をしている。協力医の往診や訪問看護
との24時間協力できる連携が取れており、利用者や家族が
希望する最期を穏やかに迎えられるよう支援している。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支
援
重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた
情報や気づきを、職場内の看護職員や訪問
看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、また、できるだけ早期に退院でき
るように、病院関係者との情報交換や相談
に努めている。または、そうした場合に備
えて病院関係者との関係づくりを行ってい
る。

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している
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愛媛県　優寿の里 平成２７年４月２日

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
資料やマニュアルでの勉強会を通じて、全職員が、応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、落ち着いて実践でき
るように努めています。

(自己評価)

利用者の状態を踏まえ、マニュアルを通じて定期的に訓練
を行っている。又、周辺企業への災害時の協力要請をお願
いしている。

(外部評価)
利用者毎に顔写真や常用薬の情報を記載したカードを用意
しており、緊急時にはそのカードを各自が首から下げて避
難する体制づくりをしているほか、持ち出しが必要なもの
を準備している。避難できずに利用者が取り残された場合
も、そのカードの有無で確認できるため、今後も写真や常
用薬情報などを更新することを随時実施していく予定であ
る。毎月19日に様々な状況を設定した防災訓練を実施し、
職員の防災意識を高めている。また、隣接する工場の協力
を得た訓練も定期的に実施している。

(自己評価)
居室の入口には、のれんを掛ける事で、戸をあけたときに
も目隠しになるように配慮している。利用者の声かけに
は、誇りやプライバシーを損ねないように気をつけてい
る。

(外部評価)
利用者への声かけには特に注意しており、利用者が不快に
ならないよう臨機応変に対応するよう心がけている。丁寧
語や敬語が必ずしも適切な場面ばかりではないため、方言
など利用者自身に馴染みのある言葉遣いや口調も適宜使用
した話し方をする工夫をしている。また、利用者を尊重
し、誇りや羞恥心に配慮した介助ができるよう努めてい
る。

(自己評価)
本人の希望や願いを引き出せるような関係づくりに努めて
おり、表情より、希望、好みを把握するように心掛けてい
る。37

○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築
いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をしてい
る

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている
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自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
利用者一人ひとりの思い、希望を大切にし、その人のペー
スに合せた生活が送れるように、支援している。

(自己評価)
居室には、鏡を置き、身だしなみを整えている。好みの服
装を選び、スカーフ・アクセサリーをつけ、おしゃれを楽
しんでいる。ご家族様の協力で美容院にも出掛けている。

(自己評価)

旬の野菜を利用者と共に、下処理、食事作り、配膳、下膳
と共に行っており、一緒に食事を楽しんでいる。誕生会、
季節行事には、メニューも一緒に考えている。

(外部評価)
利用者は職員と一緒に和やかで楽しい雰囲気で食事してい
る。ユニット毎に利用者の好みを把握し、食べたい物を職
員が取り入れて調理することで、ほとんどの利用者が残さ
ずに食べることができている。職員の中で調理が得意な人
が主となって調理をしており、調理業務が職員の極端な負
担とならないよう配慮されている。また、利用者と一緒に
餃子やおはぎを作ったり、レストランへ外食に出かけたり
するなど、食事が楽しみになる工夫をしている。

(自己評価)
職員が水分不足、栄養不足に意識を持ち、個々の食事量、
水分量を毎日チェックを行っている。定期的に血液検査、
体重測定する事で状態を把握している

(自己評価)
研修を通じて口腔ケアの重要性を理解し、毎食後に個々に
あったケアをしている。毎晩、義歯洗浄剤により口腔内を
清潔に保持出来るように努めている。

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付けをしている

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している
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自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
個人記録やチェック表により、排泄パターンを把握し、ト
イレへ誘導することで、排泄の失敗や、オムツ使用量を減
らすように支援している。

(外部評価)
希望により夜間にポータブルトイレを使用している利用者
もいるが、日中には職員が声かけや誘導をしてトイレで自
然な排泄ができるよう支援している。洗面台の下に尿とり
パットなどの排泄用品を置いているが、目隠しのカーテン
をつけている。また、状態に合わせて、オムツや紙パンツ
を使用している利用者もいる。

(自己評価)
毎朝食にヨーグルト、おやつにきな粉ミルクを摂取し、出
来る限り、薬に頼らず、繊維の多く含まれた食材の摂取
と、個々の状態に合せた適度の運動を働きかけている。

(自己評価)
本人の希望や体調に合わせて、一人ひとりゆっくりと入浴
できるように支援している。

(外部評価)
利用者から希望があれば毎日入浴できるよう準備してい
る。介護度の高い利用者は、職員が２人体制で安心安全に
入浴できるよう介助している。ほとんどの利用者には職員
と１対１での介助や見守りをしており、ゆったりと入浴で
きるよう配慮している。また、入浴を嫌がる利用者もいる
が、入浴チェック表を確認しながら週に２～３回は入浴で
きるよう声かけを工夫している。

(自己評価)
一人ひとりの生活習慣に合せ、本人の活動状況、ストレス
状態を職員が把握し、休息、睡眠がとれるように支援して
いる。

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活か
して、トイレでの排泄や排泄の自立にむけ
た支援を行っている

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じ
た予防に取り組んでいる
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自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
薬剤師より薬の目的、副作用について説明を受け、症状の
変化時には、主治医に相談して、指示を仰いでいる。薬の
変更時には、様子観察を行っている。

(自己評価)
本人の残存機能を活かした、一人ひとりに合った役割を持
てるよう支援している。

(自己評価)
天候、体調に応じて、建物周辺の散歩に出かけている。本
人の希望時には、ご家族の協力を得て外出支援を行ってい
る。

(外部評価)
日頃から事業所周辺を散歩している。利用者の希望に合わ
せて、可能な範囲で近くの本屋や図書館などへ出かけてお
り、寝たきりに近い利用者も一緒に外出できる配慮をして
いる。寝たきりの利用者と一緒に桜を見に行ったこともあ
る。日々の会話の中から聞いた情報から外出先を決める場
合もあり、季節に応じて、コスモス畑などに出かけられる
よう支援している。

(自己評価)
　入居者個人の能力に応じ金銭を所持している。他、入居
者に関しては、その個人に合わせ買い物支援を実施してい
る。

(自己評価)
本人の要望時には、連絡できるように支援している。ご家
族に優寿の里便り、年賀状、暑中見舞いの発送をしてお
り、ご家族との信頼関係を築いている。51

○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。ま
た、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協力
しながら出かけられるように支援している

50

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援
している

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服
薬の支援と症状の変化の確認に努めている

48

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている
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自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)
共用空間には、季節の花や壁面には四季折々の飾りで季節
感を採り入れている。

(外部評価)

リビングをはじめ、階段や玄関などにはいつも生花が飾ら
れており、季節を感じられるよう配慮されている。敷地内
ある花壇やプランターに利用者と花を植え、水やりをして
いる。食後の床掃除などは利用者も協力して行い、清潔保
持に努めている。壁面には利用者と一緒に作成した装飾な
どを飾っている。日中は個々の居室で過ごす利用者は少な
く、リビングに出てこられ一緒に歓談して過ごすことが多
い。

(自己評価)
リビングでは、気の合う方同士が会話を楽しめる椅子の配
置にしている。

(自己評価)
居室には、使いなれたテレビ、置物、家族の写真を持ちこ
み、本人好みの部屋を作り、居心地良く生活をしている。

(外部評価)
居室の掃除は可能な範囲で利用者がするようにしており、
職員が隅々まで確認して掃除の仕上げをしている。管理者
は事業所や居室などの臭いには細心の注意を払い対策を施
している。居室はベッドと整理タンスが用意されており、
利用者が馴染の物を持ち込み家族の写真を飾るなど、心地
よく過ごせる空間となっている。

(自己評価)
一人ひとりの歩行状態や視力、認知機能を配慮し、歩行時
の妨げとなる物を排除し、可能な限り自立できるように支
援している。55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり
建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつでき
るだけ自立した生活が送れるように工夫し
ている

53

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり
共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせるよ
うな居場所の工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族
と相談しながら、使い慣れたものや好みの
ものを活かして、本人が居心地よく過ごせ
るような工夫をしている

52 19

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって
不快や混乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れて、居心地
よく過ごせるような工夫をしている
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